
国有林野
事業の
取組

笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
護
地
域
」）に
設
定
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
小
笠
原
諸
島
は
、
固
有
種
率

が
高
い
こ
と
、
特
に
陸
産
貝
類
や
植
物
に
お
い
て

進
化
の
過
程
が
わ
か
る
貴
重
な
証
拠
が
残
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
世
界
的
な
価
値
を
持
つ
と
認
め
ら

れ
、
平
成
23
年
6
月
29
日
に
世
界
自
然
遺
産
に
登

録
さ
れ
ま
し
た
。

森
林
生
態
系
修
復
の
取
組

 
小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
護
地
域
の
設
定
を

機
に
、
平
成
22
年
に
関
東
森
林
管
理
局
小
笠
原
諸

島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー（
以
下
、
保
全
セ

ン
タ
ー
）が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
は
、
ア

カ
ギ
、
モ
ク
マ
オ
ウ
、
ギ
ン
ネ
ム
等
の
外
来
植
物

が
侵
入
し
て
お
り
、
小
笠
原
諸
島
の
固
有
森
林
生

態
系
の
修
復
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
保
全
セ
ン
タ
ー
で
は
、
本
来
の
植
生
へ
の
回

復
を
目
指
し
て
、
外
来
植
物
駆
除
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
外
来
植
物
の
駆
除
に
あ
た
っ
て
は
、
希

少
な
固
有
種
等
が
多
い
区
域
な
ど
を
優
先
し
て
取

組
を
進
め
て
い
る
ほ
か
、
植
生
・
昆
虫
・
陸
産
貝

類
・
鳥
類
等
の
専
門
家
や
地
元
関
係
団
体
と
と
も

に
、
希
少
動
植
物
へ
の
配
慮
や
駆
除
方
法
に
つ
い

て
事
前
に
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

は
じ
め
に

林
野
庁
で
は
、
国
有
林
野
内
の
原
生
的
な
天
然

林
等
を
保
存
す
る
こ
と
に
よ
り
、
森
林
生
態
系
か

ら
な
る
自
然
環
境
の
維
持
、
野
生
生
物
の
保
護
、

遺
伝
資
源
の
保
護
な
ど
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る「
保
護
林
」を
設
定
し
て
い
ま
す
。

小
笠
原
諸
島
の
国
有
林
野
は
、
狭
小
な
海
洋
島

に
成
立
し
た
森
林
生
態
系
を
有
し
、
こ
れ
を
保

護
・
管
理
し
て
い
く
た
め
、
平
成
19
年
に
保
護
林

の
一
つ
で
あ
る
森
林
生
態
系
保
護
地
域（
名
称「
小

世
界
遺
産
を
守
る
た
め
に
民
有
林
と

一
体
的
に
進
め
る
外
来
植
物
駆
除

小笠原諸島は、東京から約 1,000km 南に
位置する30余りの島々の総称です。これら
の島々は、大陸と陸続きとなったことがな
く、独自の生態系を持つ海洋島です。北か
ら、聟島(むこじま)列島・父島列島・母島列
島、さらに約250km南に火山（硫黄）列島が
あり、その他日本最東端の南鳥島、最南端
の沖ノ鳥島などが含まれ、全ての島々が東
京都小笠原村となっています。父島は北緯
27度に位置し、沖縄本島とほぼ同じ緯度で
す。気候は亜熱帯海洋性気候に属し、四季
を通して温暖多湿、年間平均気温は23℃、
冬季でも18℃で、雪や霜を見ることはまった
くありません。

東京都小笠原村
父島字東町152

10，668ha
うち森林面積	 6，982ha
うち国有林面積	 6,183ha

小笠原村

所在地

区域面積

関係自治体

関
東
森
林
管
理
局　
小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー

管内概要

小笠原諸島森林生態系保全センター
（小笠原総合事務所庁舎内）

◀保全センターウェブサイト

小笠原諸島
森林生態系保全センター

南島の扇池（父島）
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外
来
植
物
駆
除
に
は
様
々
な
手
法
が
あ
り
、
外

来
植
物
の
種
類
や
そ
の
周
辺
の
状
況
等
を
考
慮
し

て
方
法
を
決
定
し
て
い
ま
す
。
主
な
方
法
は
、
対

象
樹
木
に
ド
リ
ル
で
穴
を
あ
け
て
薬
剤
を
注
入
す

る
、
薬
剤
に
よ
る
立
ち
枯
ら
し
で
す
。
こ
の
ほ

か
、
樹
木
の
幹
回
り
の
樹
皮
を
削
る
巻
き
枯
ら

し
、
抜
き
取
り
等
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
伐

採
に
よ
る
駆
除
で
は
、
通
常
の
伐
採
に
加
え
て
、

希
少
な
陸
産
貝
類
の
保
護
や
歩
道
の
近
く
で
の
安

全
な
ど
を
考
慮
し
、
木
に
登
り
、
枝
先
か
ら
伐
採

す
る
特
殊
伐
採
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
希
少
種
の

生
育
・
生
息
環
境
の
急
激
な
変
化
を
避
け
る
た

め
、
一
度
に
伐
採
を
行
わ
ず
、
段
階
的
に
行
う
必

要
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
約
36
万
本
、
約
1
万
㎥
の
外
来
植
物

希少種の保護や安全などを考慮して行う特殊伐採

樹皮を削る巻き枯らし

薬剤による立ち枯らし

母島南崎地域の外来植物（左：ガジュマル、右：ギンネム）

を
駆
除
し
て
お
り
、
駆
除
後
に
は
在
来
種
で
あ
る

モ
モ
タ
マ
ナ
や
オ
ガ
サ
ワ
ラ
ビ
ロ
ウ
等
を
植
栽
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
在
来
種
が
定
着
し
た

区
域
で
は
、
林
内
が
明
る
く
な
っ
た
こ
と
で
別
の

在
来
種
で
あ
る
ウ
ラ
ジ
ロ
エ
ノ
キ
の
自
然
発
生
が

確
認
さ
れ
る
な
ど
、
小
笠
原
本
来
の
植
生
が
徐
々

に
回
復
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

「
公
益
的
機
能
維
持
増
進
協
定
」

を
利
用
し
た
外
来
植
物
駆
除

保
全
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
外
来
植
物
駆
除
の
取
組

は
、
小
笠
原
諸
島
の
約
６
割
を
占
め
る
林
野
庁
所

管
国
有
林
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
が
、
国
有
林
に

隣
接
・
介
在
す
る
民
有
林
の
外
来
植
物
が
種
子
供

給
源
と
な
り
、
せ
っ
か
く
の
駆
除
の
効
果
が
十
分

に
発
揮
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
課
題
に
対
し
、
保
全
セ
ン
タ
ー
で

は
、
国
有
林
に
隣
接
・
介
在
す
る
森
林
の
所
有
者

と
関
東
森
林
管
理
局
長
と
の
間
で
締
結
し
た
「
公

益
的
機
能
維
持
増
進
協
定
」
に
基
づ
き
、
国
が
一

体
的
に
外
来
植
物
駆
除
を
行
う
取
組
を
進
め
て
い

ま
す
。
過
去
に
は
、
父
島
の
夜
明
山
地
域
に
お
い

て
協
定
に
基
づ
く
外
来
植
物
（
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
マ

ツ
等
）
駆
除
を
行
っ
て
お
り
、
令
和
６
年
９
月
に

は
母
島
の
南
崎
地
域
に
お
い
て
新
た
に
協
定
を
締

結
し
、
令
和
7
年
度
か
ら
ガ
ジ
ュ
マ
ル
や
シ
マ
グ

ワ
等
の
外
来
植
物
駆
除
に
取
り
組
む
予
定
で
す
。

ま
た
、
小
笠
原
諸
島
に
は
、
他
省
庁
が
所
管
す

る
国
有
林
も
存
在
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
外
来
植

物
の
種
子
供
給
源
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今

後
、
さ
ら
な
る
外
来
植
物
駆
除
の
取
組
推
進
に
向

け
て
、
関
係
省
庁
と
調
整
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

お
わ
り
に

今
後
も
保
全
セ
ン
タ
ー
で
は
、
父
島
や
母
島
を

は
じ
め
と
す
る
小
笠
原
諸
島
全
体
で
外
来
植
物
の

駆
除
を
進
め
、
固
有
種
の
生
息
・
生
育
環
境
を
確

保
す
る
こ
と
等
を
通
じ
て
、
小
笠
原
の
本
来
の
森

林
生
態
系
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
関

係
機
関
と
連
携
の
上
、
一
体
的
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

公益的機能維持増進
協定制度の仕組み

（林野庁ウェブサイト）

2025.6  VOL.219 林野17




